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今号の特集

会費が支える、子どもたちの多様な活動
― 一人ひとりが、自分にあった活動スタイルを選べる地域クラブへ ―

当別地域クラブは、これまでの部活動をそのまま置き換えるためだけのものではありません。
一つの種目に継続して打ち込むことはもちろん、複数の種目に挑戦したり、ほかの習い事と両立したり、家庭
で過ごす時間や学習時間を確保したりするなど、子どもたち一人ひとりの興味や関心、生活に合わせた活動を
可能にすることを目指しています。
こうした多様な活動を将来にわたって安定して続けていくため、地域クラブでは、活動に参加する皆様から

会費をいただいています。
今号では、会費がどのように使われ、子どもたちの活動をどのように支えているのか、また、ご家庭が参加

しやすい環境をつくるための取組についてご紹介します。

1

会費は、地域クラブを続けていくための大切な財源です

2

活動量に応じた、わかりやすい月額会費

3

ご家庭が参加しやすい環境づくり
地域クラブでは、会費だけに頼るのではなく、ご家庭の負担をできる限り軽減しなが

ら活動を続けられる仕組みづくりを進めています。
兄弟・姉妹で参加しやすく
同一世帯から2人以上が加入する場合、2人目以降の月額会費を1,000円割り引く制度を

設けています。
企業との連携による自主財源づくり
地域クラブの活動に賛同いただく企業と連携し、クラブを応援していただく取組や自

主財源の確保を進めています。
地域や企業の皆様からの応援を活動環境の充実につなげ、会費により生じる家庭の負

担をできるだけ抑えながら、持続可能なクラブ運営を目指します。
地域全体で子どもたちの活動を支える
地域クラブは、加入する子どもやその家庭だけのものではありません。
保護者、指導者、教職員、地域の活動団体、企業、町民の皆様が、それぞれの立場か

ら関わり、地域全体で子どもたちの成長と放課後の活動を支える仕組みです。
会費をはじめとするさまざまな支えを、子どもたちの新しい挑戦と、将来にわたって

活動できる環境づくりにつなげていきます。

お問い合わせ：当別地域クラブ事務局 TEL 0133-23-2511（直通） 次号予告：活動の様子・年間予定

指導する人
地域の指導者が、継続して活動に関われる環境をつくります。

活動する場所と用具
子どもたちが安心して活動するために必要な用具や環境を整えます。

クラブの運営
参加申込み、会員管理、活動連絡など、日々の活動を支える運営体制を整えます。

週当たりの活動時間 月額会費

週4時間未満 2,000円

週4時間以上11時間未満 4,000円

兄弟・姉妹で加入する場合、2人目以降は月額1,000円引き
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ラルズ・大塚製薬との共同企画を実施しました

当別地域クラブでは、会費だけに頼らず、地域や企業の皆様とともに子どもたちの活動を支える仕組みづく
りを進めています。その取組の一つとして、総合型地域スポーツクラブふれ・スポ・とうべつ、株式会社ラル
ズ、大塚製薬株式会社の共同企画による「レシート応援プロジェクト」を令和8年6月に実施しました。

この取組の意義
• 地域のお買い物が子どもたちの活動支援につながる
• 地域の企業が子どもたちの成長を応援する仕組みづくり
• 会費だけに頼らない持続可能なクラブ運営への挑戦
• 「地域全体で子どもを育てる」地域クラブの理念を実践

※実施期間中、多くの皆様にレシートをご提供いただき、目標金額を達成することができました。その結果、
オリジナルメッシュバッグを会員全員分ご提供いただきました。ご協力をいただいた地域の皆様、株式会社ラ
ルズ様、大塚製薬株式会社様に心より感謝申し上げます。

バスケットボール×イングリッシュ×コミュニケーション体験教室

地域クラブ Q&A（第3回）

Q1. 地域クラブの会費だけで運営できないのですか？
A.指導者の確保や活動環境の整備を進めながら、ご家庭の負担をできるだけ抑えるため、公費による下支えの
他、企業との連携や協賛など、多様な支援の仕組みづくりを進めています。今回紹介したレシート企画もその
取組の一つです。

お問い合わせ：当別地域クラブ事務局 TEL 0133-23-2511（直通） 次号予告：活動の様子・年間予定

夏休み特別企画 実証事業を実施しました！

スポーツと英語で、新しい学びと交流を体験！
8月17日、とうべつ学園体育館で「バスケットボール×イング

リッシュ×コミュニケーション体験教室」を開催しました。
小学生35人、中学生22人の計57人が参加し、プロバスケット

ボール選手による指導のもと、英語を使ったコミュニケーション
やバスケットボールの技術練習に挑戦しました。
栄養セミナーや体験会も行われ、スポーツを多角的に学ぶ

特別な機会となりました。

科学実験教室 ～豚の目の解剖～

本物に触れ、科学への興味を深める
8月7日、とうべつ学園で「科学実験教室 ～豚の目の解剖～」を開催

しました。参加した子どもたちは白衣を着用し、実際の豚の目を観察・
解剖しながら、水晶体や角膜など目の仕組みについて学びました。
アンケートでは参加者全員が「楽しかった」と回答し、保護者からも

「普段できない貴重な体験だった」と好評をいただきました。
科学への興味や探究心を育む機会となりました。

当別地域クラブでは、スポーツだけでなく、文化・科学・体験活動など、
子どもたちの興味や関心に応じた多様な活動づくりを進めています。


